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【目的】髄膜腫は一般的に全摘出されると予後良好な腫瘍である。しかし，全摘出を
行っても再発する症例が少なからずみられる．また，全摘出困難な症例における残存
例や，手術を行わない症例で増大が認められることもしばしば経験する．しかし，再
発増大の危険因子についてはまだはっきりわかっていない．今回 11C-methionine 
positron emission tomography (Met-PET)を用いて，腫瘍の増大，再発のリスクについて
評価を行った． 
【対象・方法】1995-2010年までの初発の髄膜腫に対しMet-PET を行った 37症例（男
性 14例，女性 23例，平均フォロー期間 80 ヵ月）を検討した．33例は手術を行い，
4例は手術を行わなかった．Met-PET はメチオニンの取り込みを Lesion / Normal ratio
（LN比）で評価した．年齢，性別，頭蓋底病変，LN比，摘出度，および病理所見と
して WHO grade，Ki-67について再発，増大のリスクについて統計学的に解析した．
フォローアップ期間中は新たな追加治療は行わなかった． 
【結果】再発は手術症例 33例中 6例に認め，増大は非手術症例 4例中 2例に認めら
れた．単変量解析にて LN比は再発・増大群で有意に高値であった（p<0.01）． Receiver 
Operating Characteristic analysis (ROC 解析)にて，AUC は 0.754であり，至適カットオ
フ値は 3.18であった（感度 86%，特異度 67%）．また，手術例において全摘群で再
発が低い傾向があり，残存例および非手術例のみで評価を行ったところ，LN比は再
発・増大群で有意に高値であった（p=0.04）． 
【結論】Met の LN比高値は有意な再発・増大の危険因子と考えられた． Met-PET は
手術侵襲を伴わず，非侵襲的検査であり，術前に評価を行うことが可能であり，治療
方針の決定にも有用であると考えられた． 
 
 
